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公式プロジェクト 

① 新潟市医師会地域医療研究助成 令和 4年度～6年度 

アントラサイクリン心不全早期発見のための地域連携の確立 

② 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C） （平成 17～18年度） 

都市と農村における慢性心不全患者の心血管イベントおよび死亡の危険因子の包括的な比較

検討 －環境、生活習慣、社会的および心理的因子を含めた検討 

③ 新潟大学プロジェクト推進 若手研究者奨励研究 (平成 16 年度) 

④ 萬有メルクフェローシップアワード （平成 11年～12年度） 

1. 心不全を惹起する炎症性心筋疾患の病態の比較検討 

 (J Am Coll Cardiol. 2003;41:322-329.)  

2. 無症候性心機能低下の疫学調査(ロチェスター疫学プロジェクト) 

 (J Clin Epidemiol. 2004;57:1096-1103.) 
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